
 

多摩市少子化に関する実態・意識調査 

 

 

日頃より市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

近年、日本全体で急速な少子化と人口減少が進行しており、社会や経済に大きく影響を及ぼしつつありま

す。 

国においては、令和５年４月にこども家庭庁を設立し、「次元の異なる少子化対策」を掲げ、各種子ども・

子育てに関する取組を進めています。多摩市においても少子化は例外ではなく、年々出生数が減少しており、

少子化に対する取組を進めることが急務となっています。 

本調査は、結婚や妊娠・出産、子育ては個人の選択・個人の自由であることを前提とした上で、望む方が

希望をかなえられるようにし、多摩市の少子化対策を推進するためにお聞きするものです。 

また、この調査は、多摩市の住民基本台帳に登録されている、（令和５年４月１日現在）15歳から 59歳ま

での方を対象に、協力をお願いしています。 

回答いただいた内容で、個人が特定されたり、回答内容が他の人に漏れたりすることは一切ありません。

集計した結果については、市の少子化対策や、子ども・子育てに関する計画、その他、市の施策などの検討

資料として使わせていただきます。 

設問の中には、回答しにくい内容や不快に感じる内容もあるかもしれません。しかしながら、多摩市とし

ても国や都と連携し、市民の皆さんから協力をいただきながら、少子化対策を推し進めていくことが必要で

す。そのためには、様々な世代の市民の皆さんの思いや実態を把握しながら推進していくことが重要となり

ますので、ご多用のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し

上げます。 

 

 

 

令和５年 12月  多摩市長  阿部 裕行 

  

Ｄ 



 

【 回答にあたってのお願い 】 

 

１．アンケートは、宛名のご本人がご回答ください。  

 

２．ご回答は、選択肢に丸をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いただく場合が 

ございます。 

 

３．選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なりますので、注意書きにしたがって 

ご回答ください。 

 

４．設問によってご回答いただく方が限られる場合がありますので、ことわり書きや矢印に 

したがってご回答ください。回答が難しい質問や自分には当てはまらないと思った質問は 

とばして、次の質問にお進みください。 

 

５-１．スマートフォンやパソコンからご回答いただく際は、右下のＱＲコードを読み取り、 

１月 19日（金）までにご回答をお願いします。 

※二重で回答しないように、パソコンやスマートフォンから答えたときは、 

この調査票は捨ててください。 

※データ通信料は回答される方のご負担となりますのでご注意ください。 

 

調査票 URL：https://www15.webcas.net/form/pub/websurvey/tama_d_syoushi 

 

 

 

 

５-２．紙の調査票でのご回答が済みましたら、お手数ですが、同封の返信用封筒（切手はいりません）

に入れて１月 19日（金）までに投かんしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ご不明な点、調査に関するお問い合わせは、こちらにお願いいたします。 

多摩市役所 子ども青少年部 子育て支援課 計画推進・保育担当 

電 話 ０４２（３３８）６９０４ 

ＦＡＸ ０４２（３７２）７９８８ 

※ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です 
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『あなた自身』についてお伺いします 
 

問１ あなたの性別を教えてください。（○は１つ） 

１．男性 ２．女性 ３．その他（どちらともいえない・わからない・答えたくない） 
 

問２ あなたの年齢（令和５年４月１日現在）を教えてください。（○は１つ） 

１．10代            ２．20歳～24歳 

３．25歳～29歳 ４．30歳～34歳 

５．35歳～39歳 ６．40歳～44歳 

７．45歳～49歳        ８．50歳～54歳 

９．55歳～59歳 
 

問３ 昨年（令和４年１～12月）１年間の、あなたの世帯（生計を共にする家族の収入も含みます）の 

およその総収入（養育費や手当等すべての収入を含みます）を教えてください。（〇は１つ） 

１．50万円未満 ２．50～100万円未満  ３．100～150 万円未満 

４．150～200万円未満 ５．200～250万円未満  ６．250～300 万円未満 

７．300～350万円未満 ８．350～400万円未満  ９．400～450 万円未満 

10．450～500万円未満 11．500～600万円未満  12．600～700 万円未満 

13．700～800万円未満 14．800～900万円未満  15．900～1000 万円未満 

16．1000万円以上 
 

問４ あなたの就業形態を教えてください。（○は 1つ） 

※育児休業等で休職中の方は休職前の状態についてお答えください。 

１．正規雇用           ２．非正規雇用（パート、アルバイト、派遣・契約社員など） 

３．自営業（フリーランス含む）  ４．主婦または主夫       ５．無職 

６．学生             ７．その他〔具体的に：                  〕 
 

問５ あなたのお住まいの形態を教えてください。（〇は 1つ） 

１．持ち家（一戸建て）          ２．持ち家（分譲マンションなど）   

３．民間の賃貸住宅（一戸建て）            ４．民間の賃貸住宅（賃貸マンション・アパートなど）       

５．公営の賃貸住宅             ６．社宅、学生寮など 

７．その他〔具体的に：                                   〕 
 

問６ お住まいの地区はどちらですか。（○は 1つ） 

１．関戸、一ノ宮地区 ２．連光寺、聖ヶ丘地区 

３．桜ヶ丘地区 ４．和田、百草、東寺方、落川地区 

５．愛宕、乞田、貝取（番地）地区 ６．馬引沢、諏訪地区 

７．永山地区 ８．貝取（１～５丁目）、豊ヶ丘地区 

９．落合、鶴牧、南野地区 10．唐木田、中沢、山王下地区 
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子どもを持つことについてお伺いします 

 

問７ あなたは子どもを持つことに対してどう思いますか。（〇は 1つ） 

１．すでに子どもがいる       ２．子どもを持ちたい   

３．子どもはほしくない       ４．わからない → 問８(３ページ)へお進みください  
 

【問７で「１．すでに子どもがいる」「２．子どもを持ちたい」と答えた方にお伺いします】 

問７-１ あなたが理想とする子どもの人数は何人ですか。子どもがいる方は、現在の子どもの人数を 

含めてお答えください。（〇は 1つ） 

１．１人       ２．２人       ３．３人       ４．４人以上        

５．わからない → 問８（３ページ）へお進みください 

 

【問７-１で「１．１人 」「２．２人」「３．３人」「４．４人以上」と答えた方にお伺いします】 

問７-２ あなたの子どもの人数は、理想がかなっていますか。 

また、理想とする子どもの人数をかなえられそうですか。（〇は１つ） 

１．かなっている（かなえられそう） → 問８へお進みください 

２．かなっていない（かなえられそうにない） 

３．わからない 

 

【問７-２で「２．かなっていない（かなえられそうにない）」「３．わからない」と回答した方にお伺いします】 

 

問７-３ 理想とする子どもの人数がかなっていない（かなえられそうにない）、もしくは、わからない 

理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．まだ若いから ２．まだ結婚しておらず実感がわかないから 

３．適当な相手に巡り逢っていないから ４．結婚したくてもできないから 

５．子どもがのびのび育つ社会環境ではないから ６．自分の仕事に差し支えるから 

７．子育てや教育にお金がかかりすぎるから ８．自分や夫婦の生活を大切にしたいから 

９．家が狭いから 10．健康・身体的な理由から 

11．配偶者の家事・育児への協力が得られないから 12．子どもを産み育てるには年齢が高いから 

13．子どもを持ちたいが授からないから 14．不妊治療などの経済的負担が大きいから 

15．不妊治療をしたいが職場の理解が得られないから 16．配偶者が望まないから 

17．育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから 18．子育てする自信がないから 

19．もともと子どもが好きではないから 20．心に余裕がないから 

21．自分の夢をかなえたいから 

22．その他〔                                      〕 
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「結婚」についてお伺いします 
 

問８ あなたは、将来、結婚したいと思いますか。（○は１つ） 

１．既に結婚している 

２．すぐにでも結婚したい 

３．２～３年以内に結婚したい    問９(４ページ)へお進みください 

４．５年以内に結婚したい 

５．いずれは結婚したい 

６．結婚したいができない      問８-２(４ページ)へお進みください 

７．結婚するつもりはない 

 

 

【問８で「７．結婚するつもりはない」と答えた方にお伺いします】 

問８-１ 結婚するつもりがないのはなぜですか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．結婚に向けて行動を起こすことが面倒だから 

２．結婚生活そのものが面倒または大変そうだから 

３．結婚しなくても別に困らないから 

４．一人の方が気楽だから 

５．自分に自信がないから 

６．人とコミュニケーションをとることが苦手だから 

７．お金がないから 

８．時間がないから 

９．結婚という形式をとる必要があるとは思わないから 

10．その他〔                                 〕 
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【問８で「６．結婚したいができない」「７．結婚するつもりはない」と答えた方にお伺いします】 

問８-２ あなたは、どのような状況になれば結婚できる、または結婚すると思いますか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

１．適当な年齢になること 

２．結婚の必要性を感じること 

３．今より仕事（または学業）の負担が軽くなること 

４. 今の仕事（または学業）を続けられること 

５．まわりの友人が結婚しはじめること 

６．自分の自由になる時間があること 

７．パートナーと知り合う（出会う）機会があること 

８. 希望の条件を満たす相手にめぐり会うこと 

９．パートナーとうまく付き合えるようになること 

10．経済的に余裕ができること 

11．精神的に余裕ができること 

12．結婚生活のための住居のめどがたつこと 

13．相手が結婚に同意すること 

14．親や周囲が結婚に同意すること 

15．社会的に制度が構築されること 

16．特にない 

17．その他〔                                      〕 

18．わからない 

 

 

問９ 自分が思い描く、結婚相手との出会いのきっかけは次のうちどれですか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

１．職場や仕事先 ２．友人・兄弟姉妹を通じて 

３．学校 ４．街なかや旅先 

５．サークル・クラブ・習いごと ６．幼なじみ・隣人 

７．合コンなどの飲み会・イベント ８．親からの紹介またはお見合い 

９．出会いを仲介するインターネット上のサービス（婚活サイト等） 

10．自治体などが主催する婚活イベント 

11．その他〔                                      〕 

12．出会い方には特にこだわらない 
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問 10 あなたは、次のような支援・環境があれば結婚の希望がかないやすくなると思いますか。 

（それぞれ該当するものに〇） 

 そう思う 
やや 

そう思う 

どちらとも 

いえない 

あまりそう 

思わない 

そう 

思わない 

Ａ：結婚後の生活をイメージ

できること 
１ ２ ３ ４ ５ 

Ｂ：パートナーとの出会いの

場の設定など結婚支援が

あること 

１ ２ ３ ４ ５ 

Ｃ：自分もしくはパートナー

の雇用機会や収入が安定

すること 

１ ２ ３ ４ ５ 

Ｄ：結婚後も希望すれば継続

して就業できること 
１ ２ ３ ４ ５ 

Ｅ：親や祖父母からの経済的

支援があること 
１ ２ ３ ４ ５ 

Ｆ：住宅費の軽減などにより 

結婚後の住宅が確保でき

ること 

１ ２ ３ ４ ５ 

Ｇ：転勤等自らのキャリア 

プランについて、希望 

がかなうこと 

１ ２ ３ ４ ５ 

 

問 11 あなたが結婚相手を決めるとき、次の項目についてどの程度重視しますか。 

（それぞれ該当するものに〇） 

 重視する 考慮する あまり関係ない 

Ａ：人柄 １ ２ ３ 

Ｂ：経済力 １ ２ ３ 

Ｃ：職業 １ ２ ３ 

Ｄ：容姿 １ ２ ３ 

Ｅ：年齢 １ ２ ３ 

Ｆ：学歴 １ ２ ３ 

Ｇ：価値観 １ ２ ３ 

Ｈ：家事・育児の能力 １ ２ ３ 

Ｉ：仕事への理解 １ ２ ３ 

Ｊ：共通の趣味 １ ２ ３ 

Ｋ：家族・友人関係 １ ２ ３ 
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問 12 妊娠期間に妊婦の方が安心して過ごすために必要なことは何だと思いますか。 

（それぞれ該当するものに〇） 

 
そう思う 

やや 

そう思う 

どちらとも 

いえない 

あまりそう 

思わない 

そう 

思わない 

Ａ：配偶者（パートナ

ー）の理解・協力 
１ ２ ３ ４ ５ 

Ｂ：上の子どもの 

預かり先 
１ ２ ３ ４ ５ 

Ｃ：相談先の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

Ｄ：妊婦健康診査の 

助成充実 
１ ２ ３ ４ ５ 

Ｅ：職場の理解・協力 １ ２ ３ ４ ５ 

Ｆ：周りの支援して 

くれる人の存在 
１ ２ ３ ４ ５ 

Ｇ：親の理解・協力 １ ２ ３ ４ ５ 

Ｈ：妊婦の知り合いの 

存在 
１ ２ ３ ４ ５ 

Ｉ：妊娠期に関する 

情報 
１ ２ ３ ４ ５ 

  

「妊娠・出産」についてお伺いします 
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問 13 子どもを出産した方が、産後安心して過ごすために必要なことは何だと思いますか。 

（それぞれ該当するものに〇） 

 そう思う 
やや 

そう思う 

どちらとも 

いえない 

あまりそう 

思わない 

そう 

思わない 

Ａ：心身のケアが 

できる場  
１ ２ ３ ４ ５ 

Ｂ：配偶者（パートナ

ー）の理解・協力  
１ ２ ３ ４ ５ 

Ｃ：相談できる家族や 

友だち 
１ ２ ３ ４ ５ 

Ｄ：上の子どもの 

預かり先  
１ ２ ３ ４ ５ 

Ｅ：親などからの 

家事・育児支援  
１ ２ ３ ４ ５ 

Ｆ：家事や育児を 

支援してくれる 

事業者 

１ ２ ３ ４ ５ 

Ｇ：医療従事者（医師・

保健師・助産師等）

への相談  

１ ２ ３ ４ ５ 

Ｈ：産後の親子に 

関する情報 
１ ２ ３ ４ ５ 
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「子育て支援施策」についてお伺いします 

 

問 14 どのようなことがあれば子育てしやすいと感じると思いますか。効果的だと思うものを３つ選んで 

ください。（○は３つ） 

１．子育てに対し、勤務先や職場の理解・協力が得られること 

２．子育ての悩みを相談できる人が身近にいること 

３．幼稚園や保育園などの入園希望者がすべて受け入れられること 

４．子育て中の親子の交流の場が身近にあること 

５．困った時や緊急時に、安心して子どもを預けられること 

６．学童保育の利用希望者がすべて受け入れられること 

７．発達に課題のある子どものための施設や相談窓口などの支援が充実していること 

８．子どもたちが安心して遊べる場所が身近にあること 

９．児童手当などの経済的支援が充実していること 

10．医療費助成が充実していること 

11．子育てに関する必要な情報がすぐに手に入ること 

12．その他〔                                     〕 

 

 

問 15 あなたが子育てしながら働くとき、仕事と家庭を両立するためにあればよいと思うことは何ですか。 

効果的だと思うものを３つ選んでください。実際に仕事をしていない方や子どもがいない方も、そう

なったと想定してご自身の立場で可能な範囲でお答えください。（○は３つ） 

１．産前産後休業の充実 

２．育児休業制度の普及や充実（男性の育児休業がとりやすい環境など） 

３．勤務時間に関する制度の充実 

（短時間勤務、フレックスタイム、所定労働時間を超えての労働をさせないなど） 

４．出産、育児後の職場復帰や再就職を容易にするための支援の充実 

５．延長保育や一時保育などの各種保育サービスや相談窓口の充実 

６．配偶者（パートナー）や親など家族の理解と協力 

７．勤務先や職場の理解・協力が得られる環境 

８．その他〔                                    〕 
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問 16 近年、急速な少子化と人口減少が進行し、社会経済に大きな影響を及ぼしています。あなたは、少子

化への対策としてどのような取組が有効だと思いますか。効果的だと思うものを３つ選んでください。 

（○は３つ） 

１．パートナーとの出会いの機会の創出 ２．若者の自立した生活と就労の促進 

３．結婚に伴う経済的負担の軽減 ４．妊娠・出産の支援体制の確保 

５．不妊治療への経済的支援 

６．時短などの働き方改革や男性の子育てへのかかわりの促進 

７．育児休業制度や仕事と家庭の両立支援の普及 ８．子育て中の女性の再就職支援 

９．幼児教育や保育の質の向上 10．待機児童の解消（保育や学童保育） 

11．教育費の負担軽減 12．ひとり親家庭への支援促進 

13．障がいのある子どもへの支援促進      14．結婚や恋愛等への機運の醸成や情報発信 

15．その他〔                                    〕 

 

 

問 17 あなたは将来、多摩市に住み続けたいと思いますか。（○は 1つ） 
 

１．思う ２．少し思う ３．あまり思わない ４．まったく思わない ５．わからない 

 
 

 

問 17-1 多摩市に住み続けたい理由 

（あてはまるものすべてに〇） 
 

問 17-2 多摩市に住み続けたいと思わない

理由 

（あてはまるものすべてに〇） 

１．都心へのアクセスが良いから  １．都心へのアクセスが良くないから 

２．生活環境が良いから  ２．生活環境が良くないから 

３．子育て環境が整っているから  ３．子育て環境が整っていないから 

４．行政サービスが良いから  ４．行政サービスが良くないから 

５．魅力的な商業施設があるから  ５．魅力的な商業施設がないから 

６．多摩市に愛着があるから  ６．多摩市に愛着をもっていないから 

７．犯罪が少ないから  ７．犯罪が多いから 

８．地域とのつながりがあるから  ８．地域とのつながりがないから 

９．その他 

〔               〕 
 

９．その他 

〔               〕 

 

  

問 18（10ページ）に 

お進みください 
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問 18 少子化に対してあなたの考えを自由に記載してください。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査にご協力いただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 


